
新型コロナウイルス感染症にかかる対応方針
令和２年６月11日 奈良県教育委員会

１ 学力検査の出題範囲の設定等

［現状］
・中学３年生が進学を希望する高校を知らない(45.3%)、決
まっていない(34.5%)。

３ 部活動の全国大会の代替地方大会について

２ 県立学校ｅ-オープンスクールの開催

［対応］
・８月24日から、YouTubeやGoogleのフォームを利用して、動
画を用いての学校紹介や質問への回答を行う「e-オープンスクー
ル」を開催する。

［現状］
・中学３年生の71.8%が学習に対し、何らかの不安を感じている。

［対応］
・社会、数学、理科で出題範囲を設定
[社会] 一般選抜：公民的分野「私たちと国際社会の諸

課題」を除く
[数学] 特色選抜：「三平方の定理」及び「標本調査」を除く

一般選抜：「標本調査」を除く
[理科] 一般選抜：第１分野「科学技術と人間」及び第２

分野「自然と人間」を除く
※除いた範囲については、私立高校受験者の不安解消や学習の
質の保障のためにオンラインでの授業を提供

・英語に関して、中学校で学ぶ単語を用例とともに示す。（各単
語の発音を音声データで提供）
・国語は、１学期末の指導状況を踏まえ、２学期以降の指導計
画例を提示

・新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった全国大会の代
替となる大会については高体連・高野連・高文連と県教育委員
会の共催とする。
・優秀選手等を対象に知事表彰を実施。

［現状］
・中学３年生の12.8%が部活動に関して、自らの進路選択に
不安を感じている。
［対応］
・体育や芸術に関する学科において、実技講習会の実施を検討。
・実技講習会のすべての日程に参加した生徒には「修了証」等を
発行。


